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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
農
業
委
員
会
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
世
界
規
模
で
の
地
球
温
暖
化

に
よ
る
猛
暑
よ
り
、
地
球
全
体
の
生
態
系

に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
本
市
の

農
作
物
へ
も
多
大
な
影
響
が
及
び
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地
域
の
農
業

を
守
る
た
め
、
地
域
ご
と
に
将
来
の
農
地

利
用
に
つ
い
て
「
農
地
利
用
計
画
」
を
策

定
す
る
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

農
家
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
策

定
に
向
け
た
協
議
の
場
に
積
極
的
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
安
定
し
た
農
業
経
営
、
し

い
て
は
本
市
の
農
業
発
展
の
た
め
、
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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こ
ん
な
方
が
加
入
で
き
ま
す
。
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１
号
被
保
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者
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60
日
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上
農
業
に
従
事

③ 

20
歳
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上
60
歳
未
満
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農
業
者
年
金
で

安
心
で
豊
か
な
老
後
を
！

農
林
業
を
営
む
方
の
実
態
を

把
握
す
る
調
査

　

令
和
７
年
２
月
１
日
時
点
で
経
営
し
て

い
る
農
業
の
種
類
や
販
売
量
な
ど
を
把
握

す
る
調
査
で
、
５
年
に
一
度
全
国
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

調
査
方
法
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は
調

査
票
で
の
回
答
を
お
願
い
に
、
調
査
員
が

ご
自
宅
へ
伺
い
ま
す
。

問
合
せ
先
：
市
役
所
総
務
課
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地域計画について

地域計画ってなに？

なぜ作成するの？作成するメリットは？

地域ごとに将来の農地利用について話し合い、その結果をまと
めた「農地利用計画」です。
地域計画では、将来誰がどの農地を耕作していくかを示した
「目標地図」も作成します。

地域単位で話し合い、課題や今後の農地利用を明確にし、地域
の農業を守るためです。
計画が策定された地域や「農業を担う者」に位置付けされた
方は、様々な支援を受けることが出来るなどのメリットがあり
ます。

※「農業を担う者」とは・・
　�地域計画に記載された担い手のことで、国や県などの補助事業の中には
「農業を担う者」に記載されていることを要件としているものもあります。

＜令和６年12月～＞
アンケートを基に作成した地図を確認しながら、
地域ごとに将来の農地利用について話し合う。

協 議 の 場
＜令和７年３月ごろ＞
完成した地域計画は定期的に
見直しを行います。

地域計画策定
将来の農地利用に大きく
影響する大切な会議です。
是非、ご参加ください。

今後のスケジュール
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農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
農
地
法
第

52
条
に
基
づ
き
賃
借
料
等
の
動
向
に
つ
い

て
調
査
し
、
農
業
者
の
方
に
情
報
を
提
供

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
農
家
台
帳
を
も
と
に
、
農
地
を

借
り
て
い
る
耕
作
者
の
方
に
調
査
書
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

農
地
の
賃
借
料
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

　

近
年
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
離
農

な
ど
に
よ
り
耕
作
さ
れ
な
い
農
地
が

目
立
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

農
地
が
遊
休
化
す
る
と
雑
草
や
雑

木
が
繁
茂
し
、
火
災
や
不
法
投
棄
、
病

害
虫
の
発
生
原
因
と
な
り
、
近
隣
住

民
や
周
辺
の
優
良
農
地
に
も
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

耕
起
や
草
刈
り
、

除
草
等
を
行
い
、
農

地
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

農
地
の
適
正
な
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

農地の貸し借りは　令和７年４月から
原則として農地バンク経由になります

農地の貸し借りを農地バンク経由に一本化し、農地バンクが分散した農地をまとめて借り受け、必要に
応じて整備した上で農地の受け手（借り手）が使いやすい形で農地を貸し付けていきます。

＜令和７年４月以降＞
目標地図の実現に向けた
農地バンクによる農地の賃借

目標地図：地区計画に基づき作成した地域農業の未来設計図

貸し手 借り手農地バンク

＜現 行＞
相対の農地の賃借

令和7年3月までは経過措置期間として
活用可能

貸し手のメリット

地域のメリット

借り手のメリット
●賃料は農地バンクから確実に振り込まれる
●�貸した農地は貸付期間終了後返却されるので

安心
●�農地バンクに貸し付けた農地について、税制優

遇が受けられる

●機構集積協力金が交付される（使い道は地域で
自由に決定）
●農家負担ゼロの条件整備が受けられる

●まとまった農地を、安定的に借受できる
●�複数所有者から農地を借りる場合でも、賃料支

払や契約事務について、農地バンクが契約を一
本にまとめてくれる

●�貸し手の相続時対応は農地バンクが行ってく
れる

■問合せ先
　市川市農業振興課　TEL 047-711-1141
　市川市農業委員会　TEL 047-712-5063

貸し手 借り手

●農地バンク活用には各種メリットがあります！●
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昨
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
は
「
金
」
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
界
で
の
日
本
人
選
手
の
活
躍
や
、
佐
渡
島
の
金
山

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
な
ど
光
を
表
す
「
き
ん
」

と
、
裏
金
問
題
や
闇
バ
イ
ト
強
盗
事
件
、
止
ま
ら
な
い
物

価
高
騰
な
ど
影
を
表
す
「
か
ね
」
の
２
つ
の
意
味
を
示
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
年
の
干
支
は
「
乙
巳
（
き
の
と
・
み
）」。
多
く
の
人

に
と
っ
て
成
長
と
結
実
の
時
期
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と

も
、
長
く
隠
さ
れ
て
き
た
も
の
が
露
呈
し
劇
的
な
変
化
が

起
き
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
改
善
し
、
明
る
い
一
年
に
な

る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

❖ 

編
　
集
　
後
　
記 

❖

全
国
農
業
新
聞
は
、
頑
張

る
農
業
者
の
皆
さ
ん
を
応

援
し
て
い
ま
す
。
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農地の転用は
市街化区域内では届出、その他の区域では許可が必要です
分家住宅・店舗を建てたい
農地に植林したい
駐車場・資材置場にしたい

こんな時は農業委員会へ

相続登記とは別に
農地を相続したときは届出が必要です

（農地法第３条の３）

届出期間 相続発生日からおおむね10か月以内
届 出 先 農地の所在する市町村の農業委員会
対 象 者 相続等によって農地の権利を取得した方

※届出を行わなかった場合、10万円以下の過料が課される可能性があります。

お問い合わせ先…　市川市農業委員会　電話047－712－5063（直通）

（４）


